

第1次美里町観光戦略策定業務委託公募型プロポーザル実施要領

１　事業の目的

本プロポーザルは、「第1次美里町観光戦略策定業務委託」の受注者を選定するにあたり、本町の特性等を十分に理解し、最も適切な企画提案をした者を当該業務の最優秀提案者（優先交渉権者）として選定することを目的とする。
２　業務概要
（１）業務名称　　第1次美里町観光戦略策定業務委託
（２）業務の内容　別紙仕様書のとおり
（３）業務期間　　契約締結日から令和８年３月６日まで
（４）提案上限額　6,000,000円(消費税及び地方消費税の額を含む)

３　参加資格
次に掲げる要件をすべて満たす者であること

（１）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4第1項各号に掲げるものでないこと。

（２）次のいずれにも該当しない者であること。

ア 民事再生法（平成11年法律第225号）第21条第１項の規定による再生手続開始の申立をした者又は同条第２項の規定による再生手続開始の申立をされた者。

イ 会社更生法（平成14年法律第154号）第17条第１項の規定による更生手続開始の申立をした者又は同条第２項の規定による更正手続開始の申立をされた者。

（３）国税及び地方税を滞納していないこと。

（４）宗教活動や政治活動を活動目的としていないこと。

（５）美里町暴力団排除条例（平成23年美里町条例第18号）第２条第１項第１号から第３号に該当する者でないこと。

（６）法人格を有していること

（７）熊本県内に本社、支社又は営業所等の事業所を有するなど、委託業務を的確に遂行するに足りる能力を有する者であること。

（８）過去に、熊本県内の自治体における観光戦略の作成実績、または本案件と類似と認められる自治体発注の事業等の履行実績があること。
４　事業スケジュール（予定）
令和７年７月22日（火）　　　募集開始

令和７年７月31日（木）　　　エントリーシート提出期限

令和７年８月５日（火）　　　企画提案書提出期限

令和７年８月22日（金）　　　審査会実施（プレゼンテーション審査）

　※日程、時間については、参加者に別途連絡する。
令和７年８月下旬　　　　　　委託先決定・契約・事業開始

令和８年３月６日（金）　　　業務完了報告書提出

５　質問書の受付、回答
（１）受付期間開始から令和７年７月29日（火）正午まで

（２）提出方法 電子メール

（送付先アドレス：kankoushoukou@town.kumamoto-misato.lg.jp）

（３）提出様式 質問書（様式第５号）

（４）回答方法 令和８年７月30日（水）を目途に、町ホームページに掲載する。

※ メールの件名は「第1次美里町観光戦略策定業務委託プロポーザルに関する質問」

とすること。
６ 参加申込関係書類の提出について

参加を希望される方は、エントリーシート等の参加申込関係書類（正本１部）を下記期限までに提出すること。

（１）提出期限

 　　令和７年７月31日（木）午後３時 必着

 　　※消印有効ではないため注意すること

（２）提出方法

 　　持参又は郵送

（３）提出書類

① エントリーシート（様式１）

② 団体概要及び実績書（様式２）
③ 納税証明書の写し（３か月以内に発行された証明書で、国税及び地方税の未納がないことを示すもの）
（４）提出先
　　〒861-4702
　　熊本県下益城郡美里町三和420番地
　　美しい里創生課　観光商工係　宛て
７　企画提案書等の提出
（１）提出書類及び提出部数

次の①～④の書類（正本１部、副本3部）を提出すること。なお、町が必要と認める場合は、追加資料を求めることがある。

1 企画提案書（様式４）
2 業務実施体制調書（任意様式）

※配置予定担当者の氏名や業務連携フロー図等を記載すること。また、提案業務の一部について再委託する場合は再委託先及びその業務を明確にすること。

3 業務工程表（任意様式）

④ 見積書（任意様式）

※見積書の提出に際しては、各費用項目が、「直接人件費」、「物件費」、「一般管理費」の何れに該当するかわかるように記載をすること。

※企画提案書等の提出書類は、A4版（縦横問わず）で作成すること。

（２）提出期限

 　　令和７年８月５日（火） 午後３時必着

※ 消印有効ではないため注意すること。

（３）提出方法

 　　持参又は郵送

※ 持参の場合の受付時間は、平日の午前８時30分から午後５時までとする。
（４）提出先
　　〒861-4702
　　熊本県下益城郡美里町三和420番地
　　美しい里創生課　観光商工係　宛て
８　受託事業者の選定方法等

（１）一次審査

① 審査方法

５社以上の企画提案書等の提出があった場合は、事務局で一次審査を行う。

次の審査基準に基づき、一次審査点の高い上位４者を一時審査通過者とする。

② 審査基準
	評価項目
	参考書類
	評価内容
	配点

	業務実績
	業務経歴書
	過去に受注した同業務及び類似業務について、応募者の技術力は十分か
	10

	業務体制
	業務体制調書
	経験豊富で専門知識を有した者の配置など、業務を円滑かつ着実に遂行できる人材が配置されているか
	10

	
	20


③ 審査結果の通知

審査結果については、令和７年８月12日（火）をめどに、メールで通知する。なお、審査結果に対する異議申し立て、審査及び特定結果についての問い合わせについては受け付けない。

（２）二次審査（プレゼンテーション審査会）

① 審査方法

(ア) 次の日程により審査会を開催するため、応募者はプレゼンテーションを行うこと。なお、プレゼンテーションの時間、場所等詳細については後日連絡する。また、企画提案書提出期限以降の新たな資料の提出は認めない。

実施日：令和７年８月22日（金）予定

(イ) 出席者 ２人以内

(ウ) プレゼンテーションは１社ずつの呼び込み方式とし、１社の持ち時間は、原則として説明25分、質疑応答10分の計35分とする。

(エ) 説明時は、資料等の投影を可とし、72型大型ディスプレイ及びHDMIケーブル、電源を事務局で用意する。参加者は、必要に応じてパソコン及びデータ、インターネットへの接続機材等を持参すること。
② 審査基準
	番号
	評価項目
	評価内容
	配点

	１
	業務実績
	過去に受注した同業務及び類似業務について、応募者の技術力は十分か
	10

	２
	業務体制
	経験豊富で専門知識を有した者の配置など、業務を円滑かつ着実に遂行できる人材が配置されているか
	10

	３
	事業目的の合致
	事業の目的、趣旨を十分に踏まえた提案されているか
	10

	４
	業務スケジュール
	計画的で適切な業務スケジュールが組まれているか
	5

	５
	基礎調査
	本町の観光に関する課題や状況を十分理解し、効率的なデータを取得する手法であるか。
	10

	６
	課題解決に向けた提案
	本町の観光課題の解決のため、施策の方向性や指標の設定が的確なものとなるように検討されているか 。
	20

	７
	具体性
	提案の内容に具体性があり有効な手法となっているか？また、プロモーションの手法が具体的なものとなっているか？
	20

	８
	自由提案
	自由提案の内容が本町の魅力を広く発信することに繋がるか。
	10

	９
	見積金額
	配点は別表のとおり。
	5

	合計
	100


※見積金額の評価基準における配点は以下 のとおりとする。
	見積金額（税込）
	配点

	5,900千円以上　6,000千円以下
	１

	5,800千円以上　5,900千円以下
	２

	5,700千円以上　5,800千円以下
	３

	5,600千円以上　5,700千円以下
	４

	5,600千円未満
	５


（３）選定方法等

① 審査は美しい里創生課内に設置する審査委員会において、上記の審査基準に基づき審査を行い、委託候補者と次点者を決定する。

② 参加事業者が１者のみの場合は、審査委員の合計得点が審査委員の人数×60点以上である場合に選定するものとする。

（４）審査結果

審査結果については、プレゼンテーション実施日から７日以内をめどに書面で通知するとともに、契約締結後、委託業者の名称を公表するものとする。なお、審査結果に対する異議申し立ては受け付けないものとする。

（５）契約方法

委託候補者と町は、企画提案の内容を基に業務の遂行に必要な具体的協議、調整を行い、協議等が整った時には契約を締結する。協議等が整わない場合は、次点者に選定された者が、改めて町と協議等を行うこととする。

（６）契約保証金

契約に際しては、美里町財務規則第98条の規定により、契約金額の100分の10以上の契約保証金を納付すること。

契約保証金の納入に関しては、町から納入通知書を発行するため、支払期限までに金融機関等に払い込むこと。ただし、美里町財務規則第98条第１項に該当する場合、契約保証金を免除することもある。
９　企画提案書等の取り扱い

(１) 提出された参加表明書、企画提案書等は、添付書類も含め返却しない。

(２) 提出された企画提案書等は、本業務委託候補者の選定を行う作業に必要な範囲において複製することがある。

(３) 提出された参加表明書、企画提案書等は、本業務委託候補者の選定の目的以外に提出者に無断で使用しない。
１０　その他

(１) 本公募型プロポーザルの参加に要する費用の全ては、参加者の負担とする。

(２) 手続きにおいて使用する言語又は通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。

(３) 委託契約の対象経費は、事業の実施に直接必要となる経費（人件費、旅費、役務費、会議費、需用費、賃借料等）及び一般管理費とする。なお、備品購入など、受託者の財産取得となる経費は原則として認めない。

(４) 参加表明書、企画提案書等に虚偽の記載をしたことが判明した場合、町は、当該書類を無効とし、参加資格の取消し、審査結果の取消し、契約締結の保留又は契約の解除等の措置を取ることができるものとする。

(５) 参加表明手続きを行った後、都合によりプレゼンテーション等の参加を辞退することになった場合は、辞退届を提出すること。

(６) 提出された書類は、美里町情報公開条例（平成19年美里町条例第２号）に基づき公表することがある。

(７) 町は委託候補者の決定後、契約締結までの間に、委託候補者が「３ 参加資格」に規定する参加資格を満たさなくなった場合には、契約を締結しないことができるものとする。

(８) 企画提案の内容は委託候補者を選定するためのものであり、実際の業務は、町と協議の上実施する。










